
は
①
環
境
展
「
エ
コ
プ
ロ
ダ

ク
ツ
２
０
１
５
」
出
展
②
地

域
清
掃
活
動
③
卒
業
生
提
供

の
什
器
・
家
電
の
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ョ
ッ
プ
開
催
④
森
林
づ

く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
な

ど
地
域
・
行
政
と
の
連
携
を

図
る
活
動
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
平
成
27
年
度
の
サ
ス

テ
イ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
評

価
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
：

ア
ス
ク
）
で
、「
ゴ
ー
ル
ド

認
定
」
を
受
け
た
。
詳
細
に

つ
い
て
は
本
学
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
の
Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
ｓ
を
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。

　

４
月
７
日
、
情
報
工
学
科

棟
５
階
会
議
室
に
お
い
て
、

平
成
28
年
度
の
大
川
陽
康
奨

学
金
お
よ
び
学
業
奨
励
奨
学

金
の
受
給
対
象
者
の
認
定
証

授
与
式
が
行
わ
れ
た
。

　

大
川
陽
康
奨
学
金
と
は
、

本
学
園
の
前
理
事
長
で
あ

る
大
川
陽
康
先
生
の
寄
付

に
よ
り
設
け
ら
れ
た
基
金

に
よ
り
大
学
院
生
を
対
象

に
授
業
の
減
免
を
行
う
も

の
で
、
今
年
度
の
対
象
者

は
24
名
。
学
業
奨
励
奨
学

金
と
は
、
学
部
の
各
学
科

の
成
績
優
秀
者
の
中
か
ら

特
に
優
れ
た
エ
ク
セ
レ
ン

ト
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
（
Ｅ

Ｓ
）
に
年
額
50
万
円
、
そ

れ
に
準
ず
る
リ
マ
ー
カ
ブ

ル
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
（
Ｒ

Ｓ
）
に
年
額
20
万
円
の
授

業
料
減
免
を
行
う
も
の
で
、 　

平
成
29
年
度
入
試
が
い
よ

い
よ
ス
タ
ー
ト
。
今
年
、
特

別
奨
学
生
入
試
第
１
期
の
特

に
優
秀
な
方
（
特
待
生
）

に
、
１
年
次
の
授
業
料
の
全

額
免
除
に
加
え
、
２
年
次
か

ら
４
年
次
の
授
業
料
の
半
額

免
除
、
毎
月
４
万
円
支
給
の

奨
学
金
を
新
設
。
そ
の
他
、

入
試
の
概
要
や
奨
学
金
制
度

は
以
下
の
と
お
り
（
詳
細
は

受
験
ガ
イ
ド
、
各
募
集
要
項

を
参
照
）。

◆
特
別
奨
学
生
入
試

　

成
績
優
秀
で
向
学
心
あ
ふ

れ
る
方
を
幅
広
く
受
け
入
れ

る
べ
く
、
年
２
回
実
施
。

１
年
次
の
授
業
料
の
全
額

（
98
万
円
）
免
除
14
名
、
半

額
（
49
万
円
）
免
除
28
名
を

募
集
す
る
。
昨
年
度
は
43
名

の
方
が
認
め
ら
れ
た
（
第
１

期
・
第
２
期
の
合
計
）。

　

９
月
中
旬
か
ら
と
入
試
日

程
を
遅
く
設
定
し
た
第
１
期

は
、
評
定
平
均
値
４
・
３
以

上
の
卒
業
見
込
み
で
単
願
の

方
が
対
象
。
前
述
の
特
待
生

の
奨
学
金
制
度
も
あ
る
。

　

筆
記
試
験
を
重
視
す
る
第

２
期
は
、
入
学
手
続
締
切
日

を
遅
め
に
設
定
し
、
国
公
立

大
学
等
と
併
願
受
験
を
検
討

す
る
方
に
も
利
用
し
や
す
い
。

◆
専
門
高
校
入
試
（
Ｓ
工
業

科
）

　

今
年
は
９
月
中
旬
か
ら
と

入
試
日
程
を
遅
く
設
定
。
評

定
平
均
値
が
４
・
３
以
上
の
、

工
業
科
卒
業
見
込
み
の
方
が

対
象
。
入
学
手
続
締
切
日
を

年
明
け
に
設
定
し
、
国
公
立

大
学
等
と
併
願
受
験
を
検
討

す
る
方
も
応
募
で
き
る
。
成

績
・
人
物
が
優
秀
な
方
は
、

後
述
す
る
入
試
奨
学
金
（
20

万
円
）
を
給
付
。
昨
年
度
は

22
名
の
方
が
認
め
ら
れ
た
。

◆
入
試
奨
学
金
の
給
付

　

入
試
奨
学
金
は
、
１
年
次

学
費
の
減
免
の
形
で
年
額
20

万
円
を
給
付
。
昨
年
度
は
３

０
９
名
の
方
が
認
め
ら
れ
た
。

一
般
入
試
、
セ
ン
タ
ー
利
用

入
試
、
専
門
高
校
入
試
（
Ｓ

工
業
科
）、（
Ｂ
工
業
科
）
の

合
格
者
の
う
ち
、
入
試
の
成

績
が
優
秀
で
、
学
業
の
伸
展

が
期
待
で
き
る
方
に
給
付
。

◆
一
般
入
試
Ａ 

３
教
科
受
験

　

Ａ
日
程
は
、
今
年
度
よ
り

４
日
間
実
施
し
、
数
学
、
理

科
、
外
国
語
の
３
教
科
受
験

へ
と
変
更
（
Ｂ
日
程
は
２
教

科
選
択
）。

◆
大
学
案
内
の
刊
行

　
「
２
０
１
７
大
学
案
内
」

な
ど
新
し
い
冊
子
が
刊
行
さ

れ
た
。
ご
希
望
の
方
は
入
試

室
（
０
４
８
０
‐
３
３
‐
７

６
７
６
）
ま
で
。

今
年
度
の
対
象
者
数
は
、

Ｅ
Ｓ
が
36
名
、
Ｒ
Ｓ
が
75

名
と
な
っ
て
い
る
。

　

認
定
証
授
与
式
に
は
成
田

健
一
学
長
以
下
、
竹
内
貞
雄

学
生
支
援
部
長
、
山
地
秀
美

学
生
支
援
部
長
補
佐
が
臨

席
。
成
田
学
長
は
「
皆
さ
ん

は
成
績
優
秀
か
つ
日
本
工
業

大
学
を
代
表
す
る
学
生
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
奨
学
金
受

給
者
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い

る
。
誇
り
と
自
覚
を
持
っ
て

他
の
学
生
の
模
範
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

激
励
し
た
。
総
勢
１
３
５
名

の
奨
学
生
に
は
記
念
の
認
定

証
が
贈
呈
さ
れ
、
続
い
て
学

群
ご
と
に
記
念
の
写
真
撮
影

が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
写
真
が
本
奨
学
金
の

広
報
の
た
め
に
ポ
ス
タ
ー
と

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
奨
学
生

の
出
身
校
も
含
め
た
全
国
の

高
校
に
送
ら
れ
る
こ
と
を
告

げ
ら
れ
た
奨
学
生
の
中
に

は
、
い
さ
さ
か
照
れ
る
よ
う

な
顔
を
見
せ
る
者
も
い
た

が
、
認
証
式
は
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
進
行
し

た
。

り
廃
棄
物
が
増
加

し
た
。
年
間
の
具

体
的
活
動
を
次
の

通
り
紹
介
す
る
。

　

節
電
へ
の
取
り
組
み
は
①

節
電
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
②
空

調
の
中
間
期
完
全
停
止
③
外

気
温
度
に
よ
る
空
調
運
転
制

御
④
棟
別
に
30
分
間
の
内
、

５
分
間
空
調
遠
隔
停
止
な
ど

を
実
施
し
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

の
20
％
削
減
目
標
に
対
し

23
・
１
％
削
減
を
達
成
。
こ

れ
ら
活
動
の
外
部
評
価
と
し

て
、
平
成
27
年
度
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
優
良
事
業
者
表
彰

で
「
関
東
経
済
産
業
局
長
表

彰
」
を
受
賞
し
た
。
ま
た
、

学
生
環
境
推
進
委
員
会
活
動

ぼ
達
成
し
た
。
特
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
削
減
は
、
東
日
本

大
震
災
以
降
か
ら
継
続
し
実

施
し
て
き
た
節
電
へ
の
取
り

組
み
や
施
設
・
設
備
改
善
の

効
果
が
大
き

い
。
一
方
「
上

水
使
用
量
の
削

減
」
は
、
基
準

値
を
下
回
っ
た

が
、
目
標
ラ
イ

ン
に
は
届
か
な

か
っ
た
。ま
た
、

「
廃
棄
物
の
削

減
」
は
、
大
学

設
立
50
周
年
記

念
建
設
事
業
に

関
連
す
る
ク
ラ

ブ
棟
解
体
に
よ

　

５
月
11
日
、
彩
の
国
連
携

力
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
学

長
会
議
が
今
年
度
議
長
校
で

あ
る
本
学
で
開
催
さ
れ
た
。

参
加
４
大
学
の
学
長
と
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
る
埼

玉
県
の
保
健
医
療
部
長
が
一

堂
に
会
し
、
ト
ッ
プ
会
談
を

通
じ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推

進
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
あ

る
。
埼
玉
県
立
大
学
三
浦
宜

彦
学
長
、
埼
玉
医
科
大
学
別

所
正
美
学
長
、
城
西
大
学
学

長
代
理
・
白
幡
晶
副
学
長
、

本
学
成
田
健
一
学
長
、
保
健

医
療
部
長
代
理
・
関
本
建
二

副
部
長
ほ
か
、
各
大
学
の
関

係
者
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
前
回
学
長
会
議
以

降
に
就
任
し
た
成
田
学
長
が

挨
拶
に
立
ち
、
専
門

で
あ
る
環
境
工
学
の

視
点
か
ら
も
意
義
を

理
解
で
き
、
本
学
の

「
実
工
学
」
と
も
整

合
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
と
の
認
識

を
示
し
た
上
で
共
同

へ
の
謝
意
を
示
し

た
。

　

議
事
は
成
田
学
長

を
議
長
と
し
て
進
め

ら
れ
た
。
ま
ず
文
部

科
学
省
に
よ
る
中
間

評
価
に
つ
い
て
、
現

代
的
な
意
義
や
計
画

通
り
の
進
捗
が
評
価
さ
れ
る

一
方
、
取
り
組
み
の
重
要
性

を
視
覚
化
す
る
工
夫
が
必
要

と
す
る
認
識
が
共
有
さ
れ

た
。
次
に
昨
年
度
の
事
業
報

告
が
行
わ
れ
、
内
容
の
豊
富

さ
と
進
捗
を
評
価
す
る
声
が

あ
が
っ
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
育
成
す
る
地
域
の
暮
ら

し
を
支
え
る
た
め
に
住
民
や

他
の
専
門
職
と
連
携
で
き
る

人
材
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を

言
語
化
し
た
こ
と
で
、
取
り

組
み
の
意
義
が
明
確
に
な
っ

た
と
い
う
声
と
と
も
に
、
医

療
・
福
祉
分
野
に
限
ら
ず
普

遍
的
な
価
値
を
持
つ
教
育
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
と
の
認

識
が
複
数
の
学
長
か
ら
示
さ

れ
た
。
実
習
等
に
参
加
し
た

学
生
の
声
に
つ
い
て
質
問
が

あ
が
り
、
各
大
学
の
担
当
者

が
回
答
す
る
場
面
も
あ
り
、

充
実
し
た
学
び
の
内
容
が
披

露
さ
れ
た
。

　

続
い
て
本
年
度
の
事
業
計

画
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

質
疑
応
答
を
経
て
了
承
さ
れ

た
。
最
後
に
、
５
年
に
亘
る

文
部
科
学
省
に
よ
る
補
助
期

間
の
最
終
年
度
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
来
年
度
以
降
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、

構
築
さ
れ
た
連
携
教
育
シ
ス

テ
ム
を
常
態
化
し
、
共
同
開

発
し
た
連
携
科
目
を
継
続
開

講
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ

つ
、
新
た
な
協
定
の
内
容
に

つ
い
て
今
年
度
、
具
体
的
な

検
討
を
行
う
こ
と
が
了
承
さ

れ
た
。
会
議
後
は
Ｌ
Ｃ
セ
ン

タ
ー
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
懇
親

会
が
行
わ
れ
た
。

　

会
議
と
懇
親
会
を
通
じ
て

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
補
助
事
業
と
し
て
の
取

り
組
み
の
総
括
と
、
そ
の
後

の
発
展
的
継
続
に
向
け
て
有

意
義
な
会
と
な
っ
た
。

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
平
成

28
年
３
月
に
お
け
る
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
は
、
教
職

員
・
学
生
・
学
内
関
連
会
社

の
協
力
を
得
て
、
目
標
を
ほ

卒業生の中古家電等を新入生に譲渡する「リサイクルショップ」

学業奨励奨学金受給者（建築デザイン学群）と成田学長

大
川
陽
康
奨
学
金
、学
業
奨
励
奨
学
金

認
定
証
授
与
式

大学案内

ブックレット

継
続
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
実
績
が

外
部
機
関
か
ら
高
評
価

学長会議にて補助期間後の継続を確認 

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
の
推
進　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
―

15
年
度

平
成
29
年
度
入
試
情
報

「日本工業大学卒業教職員の集い」参加者募集
　全国の中学校・高校等に在職する本学卒業教職員約1,300名と大学と
の連携を深め、相互の発展を図ることを目的に毎年開催している。今
回は12回目を迎え、昨年に引き続き工友会との共催も実現した。大学
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　◎懇親会（参加費1,000円）
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Ｍ
Ｏ
Ｔ
大
賞

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

技
術
経
営
研
究
科
・
教
授
　
武
富
　
為
嗣

は
、
電
気
料
金
は
口
座
振
り

込
み
が
当
た
り
前
と
い
う
日

本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ア
フ

リ
カ
市
場
向
け
の
Ｉ
Ｔ
技
術

と
金
融
を
結
び
付
け
た
製
品

で
あ
り
、
現
地
調
査
を
行
い

な
が
ら
、
具
体
的
な
市
場
攻

略
方
法
の
立
案
を
行
っ
た
。

市
場
攻
略
案
に
基
づ
き
、
ま

ず
は
、
ス
ー
ダ
ン
で
の
市
場

開
拓
を
推
進
し
て
い
る
。
電

気
料
金
の
仕
組
み
は
、
北
ア

フ
リ
カ
な
ど
で
は
、
同
じ
標

準
が
使
え
る
た
め
に
、
現

在
、
北
ア
フ
リ
カ
市
場
を
開

拓
中
で
、
ア
フ
リ
カ
市
場
で

の
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
化
を
狙
っ
て
、
拡
大
中
で

あ
る
。

　

Ｉ
Ｔ
技
術
と
金
融
を
融
合

し
た
製
品
は
、
Ｆ
ⅰ
ｎ
Ｔ
ｅ

ｃ
ｈ
と
言
っ
て
、
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
を
中
心
に
急
拡
大
中

日
工
大
Ｍ
Ｏ
Ｔ
に
入
学
し

た
。
技
術
経
営
を
学
び
な
が

ら
、
日
本
で
会
社
を
興
し
、

学
ん
だ
成
果
を
自
社
の
経
営

に
生
か
そ
う
と
頑
張
っ
て
い

る
ア
フ
リ
カ
・
ス
ー
ダ
ン
出

身
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
経
営
者
で

あ
る
。

　

Ｍ
Ｏ
Ｔ
在
籍
時
の
特
定
課

題
研
究
で
は
、
開
発
し
て
い

た
シ
ス
テ
ム
製
品
の
中
近

東
・
ア
フ
リ
カ
市
場
開
拓
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
案
を
立
案

し
て
、
中
期
計
画
立
案
を

行
っ
た
。
電
気
料
金
の
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
携
帯
で
購

入
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム

気
料
金
の
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
を
携
帯
で
購
入
す

る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
、

自
国
の
ス
ー
ダ
ン
市
場
を

開
拓
し
て
、
ア
フ
リ
カ
全

土
に
普
及
し
よ
う
と
し
て

い
る
８
期
生
（
２
０
１
３

年
度
卒
業
）
の
ム
ハ
メ
ド
・

マ
ハ
ナ
さ
ん
だ
っ
た
。

　

マ
ハ
ナ
さ
ん
は
、
ス
ー
ダ

ン
の
ハ
ル
ツ
ー
ム
大
学
を
卒

業
し
て
、
日
本
の
技
術
を
中

近
東
・
ア
フ
リ
カ
市
場
に
導

入
し
よ
う
と
の
大
志
を
も
っ

て
来
日
し
、
ま
ず
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校
で
シ
ス

テ
ム
の
技
術
を
学
ん
だ
後
に

　

専
門
職
大
学
院
（
Ｍ
Ｏ

Ｔ
）
で
は
、
毎
年
、
卒
業

式
の
前
後
に
今
ま
で
の
全

卒
業
生
の
中
か
ら
Ｍ
Ｏ
Ｔ

で
の
勉
学
と
研
究
の
成
果

を
生
か
し
て
、
事
業
経
営

で
顕
著
な
業
績
を
示
し
た

人
に
Ｍ
Ｏ
Ｔ
大
賞
を
贈
り
、

そ
の
栄
誉
を
た
た
え
て
い

る
。
今
ま
で
の
受
賞
者
の

中
に
は
、
自
社
の
経
営
を

立
て
直
し
た
社
長
か
ら
、

業
績
改
善
に
大
き
く
貢
献

し
た
経
営
幹
部
ま
で
、
多

様
な
人
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
５
年
度
の
Ｍ
Ｏ

Ｔ
大
賞
の
受
賞
者
は
、
電

の
先
端
事
業
で
あ
る
。
携
帯

電
話
は
、
普
及
し
て
い
る

が
、
銀
行
口
座
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
は

普
及
し
て
い
な
い
市
場
で

は
、
決
済
や
送
金
と
い
う
銀

行
の
主
要
業
務
の
肩
代
わ
り

と
し
て
、
急
速
に
拡
大
し
て

い
る
。
日
本
の
よ
う
に
、
銀

行
口
座
と
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
、
ど
こ

に
で
も
あ
る
と
い
う
国
は
、

逆
に
出
遅
れ
て
し
ま
い
、
気

付
い
た
ら
、
世
界
の
潮
流
か

ら
取
り
残
さ
れ
て
い
た
、
と

い
う
話
に
な
り
か
ね
な
い
分

野
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
日
本

人
に
気
付
か
せ
る
と
い
う
意

味
で
も
大
き
な
役
割
を
担
う

受
賞
だ
と
言
え
る
。

　

Ｍ
Ｏ
Ｔ
は
、
こ
の
様
な
国

際
感
覚
の
技
術
経
営
を
学
生

同
士
の
交
流
の
中
か
ら
肌
で

感
じ
取
る
こ
と
が
出
来
る
場

で
も
あ
る
。

は
学
生
自
ら
が
設
定
し
た
目

標
に
対
す
る
達
成
状
況
の
把

握
、
そ
れ
に
対
す
る
教
員
か

ら
の
フ
ォ
ロ
ー
（
マ
イ
ス

テ
ッ
プ
）、
学
修
状
況
の
達

成
度
を
確
認
す
る
た
め
の
各

種
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な

ど
、
よ
り
効
果
的
な
活
用
を

図
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
教
職
員
も
サ
ポ
ー

タ
ル
を
利
用
す
る
こ
と
で
よ

り
迅
速
で
組
織
的
な
学
生
支

援
が
可
能
と
な
る
。

　

多
く
の
利
点
が
あ
る
サ

ポ
ー
タ
ル
で
は
あ
る
が
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
た

め
の
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
の

管
理
に
は
十
分
に
留
意
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
特
に
パ
ス

ワ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
定
期

的
に
変
更
す
る
な
ど
の
対
応

を
お
願
い
し
た
い
。

（
シ
ラ
バ
ス
）
の
閲
覧
、
自

ら
の
成
績
の
確
認
、
課
題
提

出
や
質
疑
応
答
な
ど
、
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

　

現
段
階
で
は
、
運
用
開
始

直
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

ベ
ー
シ
ッ
ク
な
機
能
の
利
用

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
今
後

　

本
学
で
は
教
学
に
関
す
る

シ
ス
テ
ム
を
４
月
に
更
改

し
、
新
た
な
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
の
運
用
を
開
始
し
た
。
愛

称
は
「
日
本
工
大
サ
ポ
ー
タ

ル
」
で
あ
る
（
サ
ポ
ー
ト
と

ポ
ー
タ
ル
を
合
わ
せ
た
造

語
）。

　

学
生
は
サ
ポ
ー
タ
ル
を
通

じ
、
履
修
申
告
、
授
業
計
画

高
校
生
対
象
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す

第8回 3D-CADプロダクトデザインコンテスト

第10回 マイクロロボコン高校生大会

第30回 日本工業大学建築設計競技

「新しい遊具」

1インチ角のロボットで競う 

「おとなりも考える家」

　本コンテストは3次元CAD
を用いてデザインし、ものづく
りの最先端技術を学ぶことが
できる。募集作品はテーマ部門

『新しい遊具』、自由デザイン
部門、CGアイディア部門。希
望者は、8月20日迄に事務局

（nagasaka@nit.ac.jp）まで。
https://2c-laboratory.sakura.ne.jp/pdcontest/

　競技会は9月17日に本学で
開催。本コンテストでは、ほ
ぼ1インチ角に必要な機能を内
蔵したロボットが自律的にコー
スを走行し、タイムを競う。大
会および製作講習会、入門用
基板（無料）など詳細はホー
ムページにて。
http://ise.nit.ac.jp/mrc.html

　建築を学ぶ高校生を対象と
した建築設計競技。審査員に
は建築家の野沢正光氏を迎
え、本学建築学科吉村英孝准
教授、生活環境デザイン学科
金野千恵助教が担当する。締
切は8月26日。審査結果は9月
上旬ホームページ上にて発表。
http://www3.nit.ac.jp/kenchiku/

スポーツや施設見学で先輩や教員と交流

新入生対象フレッシュマンキャンプ

　新入生対象のフレッシュマンキャンプが
４月５日から６日にかけ、１泊２日の日程
で実施された。新入生同志や先輩、教員と
の親睦を目的とした毎年恒例のイベント
で、宿泊先や実施内容は学科ごとに企画さ
れた。移動中のバスや宿泊施設において大
学生活に関するオリエンテーションが行わ

れたほか、施設見学やスポーツイベント等
の各種レクリエーションが催された（下
表）。建築学科１年の清水聖矢君は「実家
を離れての一人暮らしで、入学直後は知り
合いもおらず不安だったが、キャンプで同
級生や先輩と打ち解けることができた。参
加してよかった」と笑顔で語った。

学
生
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
サ
ポ
ー
タ
ル
」運
用

ス
マ
ホ
か
ら
履
修
申
告
、成
績
の
確
認
も
可
能

前回の入賞作品

白線のコース上を走行し、タイムを競う

機械工学科：室内キャンプファイヤー 生活環境デザイン学科：原木市場見学

入賞作品はLCセンターに展示

学科 宿泊場所 主な実施内容
機械工学科 福島／那須甲子少年自然の家 室内キャンプファイヤー、クラス対抗綱引大会
ものづくり環境学科 埼玉／本学宮代キャンパス内合宿所 屋外炊飯、スポーツイベント（卓球、ドッジボール）
創造システム工学科 東京／国立オリンピック記念青少年総合センター スポーツ交流、グループワーク
電気電子工学科 栃木／ホテルサンシャイン鬼怒川 全体・班別オリエンテーション
情報工学科 栃木／鬼怒川パークホテルズ チーム対抗ゲームイベント（人間知恵の輪など）
建築学科 福島／国立磐梯青少年交流の家 那須お菓子の城ハートランド見学、大内宿等散策
生活環境デザイン学科 栃木／宇都宮市冒険活動センター 木工工場、原木市場、木造小学校等見学

新入生の出身地マップ
30都道府県から1,106名が入学 

外国人他

18（4）

合　計

1,106（75）

入学者総数（女子）

〈凡　例〉

※編入学生、および秋季入学者の数は含まない

北　海　道
6

青　　森
18

山　形
9

宮　城
2

秋　田
2 9（1）

岩　手

石　川
1

新　潟
21（7）

福　島
27（3）

千　葉
66（4）

茨　城
100（4）

静　岡
10

山　梨
9（2）

東　京
217（17）

愛　知
0

長　野
24（2）

埼　玉
357（17）

群　馬
87（5）

栃　木
101（4）

奈　良
1（1）

和歌山
0

三　重
2（1）

岐　阜
0

滋　賀
1

福　井
0

富　山
4

山　口
1

広　島
0

岡　山
0

大　阪
0

島　根
0

鳥　取
1

兵　庫
0

京　都
0

徳　島
1

高　知
0

愛　媛
0

香　川
0

沖　縄
1

鹿 児 島
2

宮　崎
2（2）

熊　本
0

大　分
0

長　崎
0

佐　賀
0

福　岡
2

神奈川
4（1）

0人 1～9人 10～49人 50～99人 100人～

　工学部の平成28年度都道府県別入学者数がまとまっ
た。総入学者数は1,106名（入学定員は1,000名）。うち
女子学生は75名である。都道府県別入学者数は、昨年
に続き埼玉がトップで357名。次いで東京が217名、栃
木101名、茨城100名、群馬87名がベスト5である。入学
者は、全国30都道府県から集まっている。

●新入留学生の出身国と人数
国籍 計

中華人民共和国 17

サウジアラビア 1

ベトナム 1

計 19
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５
月
22
日
、
大
学
学
友
会

館
に
て
後
援
会
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

第
１
号
議
案
「
平
成
27
年

度
事
業
報
告
」、
第
２
号
議

案「
平
成
27
年
度
決
算
報
告
・

同
監
査
報
告
」、
第
３
号
議

案
「
平
成
28
度
事
業
計
画
」、

第
４
号
議
案
「
平
成
28
年
度

予
算
」、
第
５
号
議
案
「
理

事
・
監
事
の
銓
衡
」
は
、
慎

重
審
議
の
上
、
全
て
承
認
さ

れ
、総
会
は
無
事
終
了
し
た
。

　

新
執
行
部
は
次
の
通
り
。

会　

長　

市
川
道
教（
東
京
）

副
会
長　

熱
田
俊
美（
京
都
）

〃　
　

大
原
史
子（
鹿
児
島
）

〃　
　
　

廣
瀬
修（
神
奈
川
）

総　

務　

佐
藤
清
治（
山
形
）

〃　
　
　

加
藤
仁
司（
福
島
）

財　

務　

武
井
實
（
山
梨
）

〃　
　
　

町
屋
英
治（
東
京
）

監　

事  

徳
川
喜
永
（
埼
玉
）

〃　
　

  

菅
原
昌
人
（
新
潟
）

　

総
会
終
了
後
に
は
学
内
見

学
が
実
施
さ
れ
、
学
内
の
主

な
施
設
・
設
備
を
職
員
が
案

内
し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会

に
は
本
学
教
職
員
も
参
加

し
、互
い
に
懇
親
を
深
め
た
。

　

４
月
４
日
、
第
４
回
目
と

な
る
「
女
子
学
生
交
流
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
在
籍
人
数

の
少
な
い
女
子
学
生
が
、
男

子
学
生
が
多
い
環
境
下
で

も
、
元
気
に
楽
し
く
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ

と
が
目
的
で
あ
る
。

　

前
日
は
入
学
式
、
翌
日
か

ら
は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン

キ
ャ
ン
プ
と
い
う
忙
し
い
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
も
関
わ
ら

ず
、
本
年
度
入
学
し
た
75
名

の
女
子
学
生
の
ほ
ぼ
全
員

と
、
先
輩
女
子
学
生
35
名
が

参
加
し
た
。
大
学
側
か
ら
は

竹
内
学
生
支
援
部
長
を
は
じ

め
４
名
と
女
性
職
員
10
名
が

出
席
し
、
趣
旨
説
明
と
先
輩

女
子
学
生
の
活
躍
事
例
、
大

学
生
活
を
送
る
う
え
で
の
注

意
点
な
ど
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
新
入
生
へ
の
激
励
の

言
葉
が
贈
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
は
、
学
科
別
に
分

か
れ
た
席
で
昼
食
を
取
り
な

が
ら
和
や
か
な
談
笑
の
輪
が

　

マ
ッ
プ
は
宮
代
町
地
域
連

携
事
業
の
一
環
と
し
て
、
共

栄
大
（
埼
玉
県
春
日
部
市
）

と
共
同
で
制
作
。「
情
報
ス

キ
ル
×
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
」
研
究
に
よ
る
新
た
な

地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
展

開
を
目
指
す
。
本
学
情
報
工

学
科
の
動
画
制
作
お
よ
び
Ａ

Ｒ
（
拡
張
現
実
）

技
術
に
、
共
栄
大

観
光
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ー
ス
の
観
光
地
図
制
作
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
融
合
。
掲
載
写

真
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読

み
取
る
と
関
連
動
画
が
再
生

さ
れ
、
詳
細
情
報
が
取
得
で

き
る
。

　

マ
ッ
プ
は
宮
代
町
の
進
修

館
な
ど
で
５
月
中
に
配
布
開

始
。
２
０
２
０
年
ま
で
継
続

さ
れ
、
新
情
報
に
随
時
更
新

さ
れ
る
。

広
が
っ
た
。
あ
る
新
入
生
に

交
流
会
の
感
想
を
聞
い
た
と

こ
ろ
「
地
方
か
ら
出
て
来
た

の
で
と
て
も
不
安
だ
っ
た

が
、
こ
の
交
流
会
を
通
じ
て

友
達
も
で
き
た
の
で
と
て
も

良
か
っ
た
」
と
安
心
し
た
表

情
で
話
し
て
く
れ
た
。

　

上
級
生
達
は
学
業
に
関
す

る
注
意
点
や
ク
ラ
ブ
活
動
の

経
験
談
な
ど
を
披
露
し
な
が

ら
、
後
輩
の
不
安
を
取
り
除

く
な
ど
の
気
配
り
を
し
て
い

た
。
先
輩
か
ら
の
的
確
な
ア

ド
バ
イ
ス
は
新
入
生
に
と
っ

て
、
今
後
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る

も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

後
援
会
定
期
総
会
開
催

新
執
行
部
人
事
を
承
認

女
子
学
生
交
流
会
で

学
生
生
活
の
不
安
を
解
消

宮
代
町
観
光
マ
ッ
プ
完
成

情
報
工
学
科
が
技
術
提
供

第2食堂「ピザリアトレビ」にて昼食会

歴史遺産からグルメスポットまで、様々な情報を掲載

　

大
学
生
の
雇
用
動
向
は
そ

の
年
の
経
済
状
況
に
大
き
く

依
存
し
て
き
た
。
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
で
大
き
く
低
迷

し
、
そ
の
後
は
非
正
規
雇
用

の
増
加
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
大
卒
者
に
対
す

る
求
人
意
欲
は
年
を
追
う
ご

と
に
旺
盛
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
こ
の
売
り
手
市
場
に

水
を
差
し
た
の
が
経
団
連
の

度
重
な
る
就
職
協
定
の
変
更

で
あ
る
。
会
社
説
明
会
の
解

禁
は
昨
年
と
同
じ
３
月
か
ら

で
あ
る
が
、
選
考
開
始
が
８

月
か
ら
６
月
に
変
更
と
な

り
、
学
生
達
が
会
社
訪
問
等

に
よ
り
希
望
会
社
を
選
択
す

る
期
間
が
２
ヶ
月
間
も
短
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
に
お
い
て
、
優
秀

な
学
生
を
早
く
囲
い
込
み
た

い
と
い
う
企
業
の
危
機
意
識

に
よ
り
、
実
質
的
な
採
用
活

動
が
３
月
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
３
月
解

禁
と
な
っ
た
会
社
訪
問
の
内

容
が
例
年
と
大
き
く
異
な
っ

て
い
る
。
昨
年
ま
で
は
「
取

り
あ
え
ず
会
社
を
見
て
み
よ

う
」
と
手
ぶ
ら
で
参
加
で
き

た
会
社
説
明
会
が
、
強
制
は

し
な
い
も
の
の
、「
履
歴
書
」

「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
」
と

い
っ
た
応
募
書
類
の
提
出
者

に
つ
い
て
は
、「
希
望
す
れ

ば
そ
の
場
で
一
次
面
接
を
行

い
ま
す
」
と
い
っ
た
類
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
を
行
う
会
社
が
増

え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
学

生
達
は
例
年
よ
り
も
か
な
り

早
い
時
期
か
ら
エ
ン
ジ
ン
全

開
で
就
職
活
動
に
取
り
組
ま

ざ
る
を
得
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
学
生
達
を
支

援
す
る
た
め
に
、
就
職
支
援

課
で
は
、
年
明
け
の
１
月
か

ら
履
歴
書
添
削
や
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
添
削
、
模
擬
面

接
な
ど
の
就
職
相
談
を
行
っ

て
き
た
。
前
年
比
４
倍
以
上

（
２
０
０
０
件
以
上
）
の
学

生
が
訪
れ
、
課
員
は
嬉
し
い

悲
鳴
を
上
げ
る
事
態
と
な
っ

た
。
積
極
的
な
学
生
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
各
種

添
削
の
た
め
の
人
員
の
増

強
、
さ
ら
に
、
３
月
、
４

月
、
５
月
と
３
ヶ
月
連
続
で

５
０
０
社
を
越
え
る
企
業
を

招
い
て
の
合
同
企
業
説
明
会

の
開
催
を
実
施
し
た
。

　

そ
の
結
果
は
、
選
考
開
始

が
表
向
き
に
解
禁
と
な
る
６

月
に
入
り
大
手
企
業
を
中
心

に
出
始
め
る
事
に
な
る
。
重

複
内
定
を
得
る
学
生
が
出
る

一
方
で
、
数
十

社
受
験
を
し
て

も
内
定
に
つ
な

が
ら
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
内

定
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
学
生
に

と
っ
て
は
試
練

の
時
で
あ
る
。

就
職
は
縁
で
あ

り
最
後
ま
で
あ

き
ら
め
る
こ
と

な
く
活
動
を
続

け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

全
員
が
進
路
を
決
め
て
卒
業

式
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
就

職
支
援
課
は
、
い
つ
で
も
、

な
ん
で
も
相
談
で
き
る
プ
ロ

の
ス
タ
ッ
フ
を
揃
え
て
支
援

し
て
い
く
。

合同企業説明会

短
期
決
戦
に
向
け
、万
全
の
体
制
で
サ
ポ
ー
ト

就
職
支
援
情
報

学生支援部長賞受賞者決定
　平成27年度卒業生の卒業研究論文をはじ
めとして、本学学生の研究成果が高く評価さ
れ、各学会からの受賞報告が届いた。
　これらの受賞実績は受賞者個人やチーム、
指導教員による努力の賜物であるとともに、
本学が長年にわたって推進してきた実工学教

育の成果でもある。
　ここに掲載した受賞のほかにも、多くの学
生が学会や各種競技イベントにおいて活躍し
ている。一部の受賞内容に関しては、本学Ｗ
ＥＢサイトのＴＯＰＩＣＳにも掲載している
ので、参照していただきたい。

　3月11日、学生支援部長室にて、平
成27年度の学生支援部長賞の表彰式が
行われた。今回の受賞者は、団体とし
ては、全日本学生フォーミュラ大会の
省エネ部門で1位、総合で9位を獲得し

た本学「学生フォーミュラチーム」の
ほか、「モノ創りデザイン工房」と「野
球部」。個人としては、学園祭実行委
員会所属の林竜河君と、長尾健吾君と
なっている。

受賞者一覧

主な受賞者一覧氏名又は団体名 申請内容

電気電子工学科　林　竜河 株式会社ぐるなび　学園祭グランプリ2015
企画賞　未来アーティスト賞1位

機械工学科　長尾　健吾
文部科学大臣杯2015MFJ全日本ロードレース
選手権シリーズJ-GP2クラス
年間ポイントランキング9位に入賞

モノ創りデザイン工房＆有志学生
東京デザインウィーク
2015 ASIA AWARDS学校作品展
学生賞入賞1作品、入選2作品

日本工業大学学生フォーミュラチーム
および有志

第13回全日本学生フォーミュラ大会
省エネ1位　総合9位

硬式野球部 平成27年度東京新大学野球連盟
秋季リーグ戦3部優勝及び2部リーグ昇格

学科・専攻 受賞時学年 受賞者 学会名 受賞名・成績等 指導教員 授賞日

① 創造システム工学科 ４年 菅原知樹 表面技術協会 学術奨励講演賞 伴雅人 3/23

② 創造システム工学科 ４年 車谷亮祐・斉田利継
宮田和也・横井俊平

日本機械学会
主催行事

ロボットランサー競技
「娯楽賞」 滝田謙介 3/27

③ 電気電子工学科 ４年 設樂勇 電気学会 優秀論文発表賞 平栗健史 3/3

④ 機械システム工学専攻 前期１年 内山研二 日本機械学会
主催行事

ロボットランサー競技
マイスターコース優勝 滝田謙介 3/27

⑤ 機械システム工学専攻 前期２年 藍立明 品質工学会 学生賞 二ノ宮進一 3/24

⑥ 電子情報メディア工学専攻 前期１年 針谷維佑 電子情報通信学会 学術奨励賞 神野健哉 3/17

⑦ 電子情報メディア工学専攻 前期１年 藤田実沙 信号処理学会 学生論文賞 木村貴幸 3/9

⑧ 電子情報メディア工学専攻 前期２年 森野善明 電気学会 優秀論文発表賞 平栗健史 3/3

⑨ 建築デザイン学専攻 後期２年 武知亜耶 日本建築学会 若手優秀研究報告賞 波多野純 3/15

平成27年度 学会等における学生の活躍

①

車谷君（右）・宮田君（左）②

⑦④③左⑧右

⑤

⑥
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ホ
タ
ル
の
夕
べ

観
賞
会

宮代町
だより

202号

　

６
月
18
日
、
新
し
い
村

周
辺
で
、「
ホ
タ
ル
の
夕

べ
・
観
賞
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮

代
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
主
催
、
宮
代
町
と
新

し
い
村
が
共
催
の
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
当
日
は
、
18
時

か
ら
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
し
て

オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
や
ホ
タ

ル
の
資
料
展
示
な
ど
が
行

わ
れ
、
19
時
30
分
か
ら
ホ

タ
ル
を
観
賞
す
る
予
定
で

す
。
普
段
の
く
ら
し
の
中

で
は
な
か
な
か
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
、
ホ
タ
ル
た

ち
の
幻
想
的
な
光
を
観
賞

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
皆
さ

ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

み
や
し
ろ
５
月
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

第
48
回
教
育
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

カ
ナ
ダ・レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
カ
レ
ッ
ジ
学
長
来
学

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

工
業
技
術
博
物
館
な
ど
見
学

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
、

適
正
な
シ
ス
テ
ム
構
築
と
十

分
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
教
育
に

よ
っ
て
確
立
さ
れ
る
。
教
職

員
に
対
し
て
組
織
的
に
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
必
要
性
を
意
識
付
け
る

こ
と
は
、
大
学
全
体
の
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
向
上
の
第
一

歩
と
な
る
。

　

３
月
30
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

し
い
教
務
シ
ス
テ
ム
「
日
本

工
大
サ
ポ
ー
タ
ル
」
の
運
用

が
開
始
さ
れ
た
。
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
通
し
て
様
々
な
情

報
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と

な
っ
た
一
方
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
リ
ス
ク
は
高
ま
る
こ
と

に
な
っ
た
。
今
回
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、
教
職
員
に
と
っ

て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
体
制

強
化
の
重
要
性
を
認
識
す
る

た
め
の
良
い
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対
す

る
共
通
認
識
を
本
学
教
職
員

間
で
持
つ
こ
と
を
目
的
と
し

て
「
大
学
に
お
け
る
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
を
行
っ
た
。
講
師
に
は
横

浜
国
立
大
学
情
報
基
盤
セ
ン

タ
ー
長
の
田
名
部
元
成
教
授

を
招
い
た
。

　

田
名
部
教
授
は
、
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）
の

実
施
に
お
い
て
発
生
し
た
多

く
の
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
、

平
易
で
分
か
り
や
す
く
解
説

を
行
っ
た
。
最
後
に
は
、
横

浜
国
立
大
学
に
お
け
る
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
体
制

と
、
事
故
へ
の
対
応
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

本
学
で
は
今
年
度
か
ら
新

講師の田名部氏

生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
棟

で
は
、
天
井
が
張
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
に
気
が
付
き
、
こ

れ
が
建
物
内
の
配
管
・
電
気

配
線
が
見
え
る
よ
う
に
と
の

教
育
的
配
慮
に
よ
る
設
計
で

あ
る
と
の
説
明
を
受
け
、
感

心
し
て
い
た
。
ま
た
、
Ｌ
Ｃ

セ
ン
タ
ー
で
は
、
佐
藤
セ
ン

タ
ー
長
の
案
内
で
、
デ
ッ
キ

か
ら
目
前
の
満
開
の
桜
を
楽

し
ん
だ
。
施
設
視
察
後
に
開

催
さ
れ
た
昼
食
会
で
は
、成

田
学
長
を
は
じ
め
、
本
学
執

行
部
メ
ン
バ
ー
と
歓
談
し
、

交
流
を
深
め
た
。

先
端
工
作
機
械
群
や
環
境
対

応
の
切
屑
圧
縮
装
置
、
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
演
習
室
等
を
興

味
深
く
見
学
し
た
。
工
業
技

術
博
物
館
で
は
、
移
設
さ
れ

た
か
つ
て
の
町
工
場
と
、
国

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
製
作
さ

れ
た
大
出
力
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

プ
ラ
ン
ト
等
を
見
学
し
た
。

　

４
月
８
日
、
カ
ナ
ダ
の
協

定
校
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
カ
レ
ッ

ジ
の
ポ
ー
ラ
・
バ
ー
ン
ズ
学

長
が
、
カ
ナ
ダ
研
修
所
の

フ
ィ
ル
・
キ
ャ
ン
所
長
と
共

に
来
学
し
た
。
成
田
学
長
表

敬
訪
問
の
後
、
学
内
施
設
を

視
察
し
た
。
機
械
実
工
学
教

育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
種
の

バーンズ学長（右）から成田学長に記念品が贈られた

　斬新で実現可能なビジネスプランを学生
から募集。事業内容、経費や利益などのプ
レゼンをもとに選考を行い、優秀なプラン
には各賞が授与される。
■エントリー期間：6月13日〜24日
■一次応募：6月27日〜7月15日
詳細は産学連携起業教育センター、または
ホームページで確認していただきたい。

学生によるプレゼンテーション（昨年）

平成28年度　科学研究費補助金内定
　4月1日に日本学術振興会より平成
28年度科学研究費助成事業の交付内
定が通知され、本学は下記11件の研
究課題が新規採択を受けた。継続課題
24件を含めると、本年度は35件の課
題が科学研究費の助成を受ける。

　採択されたこれらの研究テーマは、
ものづくりの基盤を支える技術から今
後の技術革新に繋がる可能性を秘めた
ものまで、多岐にわたる。本学教員の
研究成果が、わが国の科学技術の発展
に貢献できるよう期待したい。

平成28年度科学研究費助成事業　交付決定者・内定一覧

研究種目 所属 職 研究代表者
氏名

継続／
新規

採択
年度 研究課題名

基盤研究(C) 機械工学科 教　授 神　雅彦 新規 28 次世代半導体基板の超音波振動を応用した精密研削／研磨
技術に関する研究

基盤研究(C) ものづくり
環境学科 准教授 安原　鋭幸 新規 28 高周波誘導加熱・レーザー重畳によるCFRTP成形法の開発

基盤研究(C) 創造システム
工学科 教　授 佐野　健一 新規 28 分子の表面電荷と異方性構造を利用したタンパク質薬細胞内

送達担体の創製

基盤研究(C) 創造システム
工学科 准教授 樋口　勝 新規 28 スキルアシストシステムのための6自由度ハイブリッドパラレル機

構の開発

基盤研究(C) 創造システム
工学科 准教授 池添　泰弘 新規 28 りん光材料の磁性変化を利用した新原理によるレーザーマニ

ピュレーション技術の開発

若手研究(B) 電気電子
工学科 助　教 木村　貴幸 新規 28 高品質リアルタイム通信を可能とする決定論的カオスを用いた

経路制御手法の開発

基盤研究(C) 建築学科 教　授 三坂　育正 新規 28 快適な屋外空間創出のための温熱環境設計条件の抽出と設
計手法の確立

基盤研究(C) 建築学科 助　教 菊田　貴恒 新規 28 長寿命型構造架構を実現する超高強度ひずみ硬化型セメント
系複合材料の開発

基盤研究(C) 生活環境
デザイン学科 准教授 樋口　佳樹 新規 28 コンポストトイレ導入による災害後も自宅で過ごすことができる住

まいの実現

基盤研究(C) 共通教育系 講　師 河住　有希子 新規 28 視覚障害教育から切り拓く国際共生社会における日本語インク
ルーシブ教育の基盤構築

基盤研究(C) 専門職大学院 教　授 西尾　好司 新規 28 企業のオープンイノベーションの場となる産学共同研究に関す
る研究

基盤研究(C) 機械工学科 教　授 中野　道王 継続 27 排気ガス組成制御による大量EGRガソリンエンジンの研究

基盤研究(C) 機械工学科 教　授 村田　泰彦 継続 26 電磁誘導加熱・樹脂流動制御射出成形金型によるフィラー充
填樹脂成形品特性の改善

基盤研究(C) 機械工学科 教　授 張　暁友 継続 27 長ストロークと高精度の両立可能な、特殊加工用5自由度磁
気浮上アクチュエータの研究

基盤研究(C) ものづくり
環境学科 教　授 雨宮　隆 継続 27 貝殻を模倣したグラフェン積層構造高機能材料の開発

基盤研究(C) ものづくり
環境学科 教　授 鈴木　宏典 継続 27 多重追突事故防止を目指す予防安全型車群制御の実現：車

群走行状態推定システムの開発

若手研究(B) ものづくり
環境学科 准教授 桑原　拓也 継続 27 燃料電池を用いた省エネルギー非熱プラズマ水質浄化の機能

解明

基盤研究(C) 創造システム
工学科 教　授 吉澤　信幸 継続 25 健足につけたセンサ信号を利用した電動下肢補そう具による快

適歩行

基盤研究(C) 創造システム
工学科 准教授 滝田　謙介 継続 27 薄型胴体を持つヘビ型ロボットの研究

基盤研究(C) 創造システム
工学科 准教授 田村　仁 継続 25 カメラを用いた路面摩擦係数の判別手法

基盤研究(C) 電気電子
工学科 教　授 青柳　稔 継続 27 作製容易な超音波ファントム材料の創出と、その構造解析に

関する研究

基盤研究(C) 電気電子
工学科 教　授 神野　健哉 継続 27 力学系理論に基づく正準型粒子群最適化の開発

基盤研究(C) 電気電子
工学科 教　授 宇賀神　守 継続 26 チャネルグループ化により隣接チャネル妨害信号抑圧を行う無

線受信LSI設計技術

基盤研究(C) 電気電子
工学科 教　授 吉野　秀明 継続 26 サイバーフィジカルシステム型QoEトラヒック制御方式の研究

基盤研究(C) 情報工学科 准教授 神林　靖 継続 26 移動エージェントを用いたアドホックネットワークの自律的構成の
研究

基盤研究(C) 情報工学科 准教授 高瀬　浩史 継続 26 低サイドローブ特性を有するパルス圧縮符号に関する研究
基盤研究(C) 情報工学科 准教授 江藤　香 継続 26 脳活性から検証するアロマ・フットケアが及ぼす身体的効果
基盤研究(C) 建築学科 教　授 成田　健一 継続 26 水ミスト噴霧による快適空間の創出のための設計手法の構築
基盤研究(C) 建築学科 准教授 佐々木　誠 継続 27 住宅団地再生における地域と大学の連携に関する研究
若手研究(B) 建築学科 助　手 野口　憲治 継続 26 シーボルトが見た日本の近世町家とその室内意匠の特質

挑戦的萌芽研究 共通教育系 教　授 服部　邦彦 継続 27 マイクロ波帯パッシブレーダを用いた空中高圧送電線検知法の
開発

基盤研究(C) 共通教育系 准教授 大野　修一 継続 27 解析関数空間の構造とその上の線形作用素の研究

基盤研究(C) 共通教育系 准教授 田中　佳子 継続 25 学生の自己評価に基づいた個票による継続的自己教育力育成
支援システムの開発と評価

若手研究(B) 共通教育系 准教授 梅谷　篤史 継続 26 ラムダハイパー核の生成・構造・崩壊理論のsd殻領域への展開

若手研究(B) 共通教育系 准教授 佐藤　弘康 継続 27 ブーゼマン・ポアソン核を許容するアダマール多様体の重心写
像の幾何学

（
12
月
20
日
付
）

◆
波
多
野
純
教
授

（
４
月
１
日
付
）

◆
川
村
清
志
教
授

◆
城
戸
卓
男
教
授

【
任
用
】（
５
月
１
日
付
）

◆
橋
本
秀
一
講
師
（
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
）
昭
和
49
年
11

月
14
日
生
ま
れ
。
平
成
16
年

３
月
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・

環
境
学
研
究
科
修
士
課
程
修

了
。
前
日
本
工
業
大
学
非
常

勤
講
師
。

【
昇
任
】（
４
月
１
日
付
）

◆
鈴
木
宏
典
准
教
授
（
も
の

づ
く
り
環
境
学
科
）
→
教
授

に
昇
任

◆
佐
野
健
一
准
教
授
（
創
造

シ
ス
テ
ム
工
学
科
）
→
教
授

に
昇
任

◆
桑
原
拓
也
助
教
（
も
の
づ

く
り
環
境
学
科
）
→
准
教
授

に
昇
任

【
任
命
】（
４
月
１
日
付
）

◆
大
学
院
技
術
経
営
研
究
科

長　

小
田
恭
市
教
授
（
再
任
）

◆
大
学
院
技
術
経
営
研
究
科

教
務
委
員
長　

清
水
弘
教
授

（
再
任
）

◆
大
学
院
技
術
経
営
研
究
科

学
務
長　

佐
々
木
勉
教
授
（
再

任
）

◆
技
術
研
究
系
総
括
セ
ン

タ
ー
長
兼
担　

三
宅
正
二
郎

教
授
（
再
任
）

◆
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
長
兼

担三
宅
正
二
郎
教
授
（
再
任
）

◆
先
端
材
料
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
長
兼
担　

三
宅
正
二
郎

教
授
（
再
任
）

◆
超
高
電
圧
研
究
セ
ン
タ
ー

長　

西
村
誠
介
教
授
（
再
任
）

◆
工
業
教
育
研
究
所
長

渡
辺
勉
教
授
（
再
任
）

◆
建
築
技
術
セ
ン
タ
ー
長
兼

担　

川
村
清
志
教
授
（
再
任
）

◆
教
職
教
育
セ
ン
タ
ー
長
兼

担　

渡
辺
勉
教
授
（
再
任
）

名
誉
教
授
任
命

人
事
異
動

◆
工
業
技
術
博
物
館
長

松
野
建
一
客
員
教
授
（
再
任
）

◆
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長
兼

担　

寺
尾
裕
教
授
（
再
任
）

◆
広
報
室
長
兼
担

菊
地
信
一
教
授
（
再
任
）

◆
高
大
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

室
長
兼
担　

當
間
喜
久
雄
教

授
（
再
任
）

◆
シ
ス
テ
ム
管
理
室
長

大
木
幹
雄
元
教
授
（
再
任
）

◆
教
務
部
長
補
佐

佐
野
健
一
教
授
（
新
任
）

◆
教
務
部
長
補
佐

大
橋
裕
太
郎
助
教
（
新
任
）

◆
教
育
研
究
推
進
室
長
補
佐

服
部
邦
彦
教
授
（
新
任
）

◆
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
長
補
佐

高
瀬
浩
史
准
教
授
（
再
任
）

◆
シ
ス
テ
ム
管
理
室
長
補
佐

橋
浦
弘
明
助
教
（
再
任
）

◆
企
画
室
長
・
学
長
補
佐

山
浦
登
志
夫

◆
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
長
・
内
部

監
査
室
長　

佐
藤
建
夫

◆
財
務
部
長
兼
務 

倉
島
清
隆

◆
総
務
部
副
部
長
・
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
長
兼
務

林
祐
司

◆
財
務
部
副
部
長　

磯
雄
二

◆
教
務
部
副
部
長 

松
永
浩
徳

◆
総
務
課
長　

杉
村
京
子

◆
学
生
支
援
課
長 

大
塚
竹
郎

◆
留
学
生
別
科
課
長
（
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
・
国
際
交
流

担
当
）　

鈴
木
良
裕

◆
施
設
環
境
管
理
課
長
補
佐

田
中
大
介

◆
財
務
課
長
補
佐 

鈴
木
史
朗

◆
教
務
課
長
補
佐 

穴
井
正
洋

◆
就
職
支
援
課
長
補
佐 

塩
入
修

◆
教
育
研
究
推
進
室
主
任

川
島
信
也

◆
総
務
課
主
任　

江
原
里
織

◆
総
務
課
主
任　

森
戸
秀
幸

◆
財
務
課
主
任 

菅
原
有
香
子

◆
入
試
室
主
任　

森
田
る
み

◆
就
職
支
援
課
主
任

小
野
瀬
香
苗

【
配
置
換
】（
４
月
１
日
付
）

◆
松
倉
宏
一
総
務
部
付
職
員

→
学
生
支
援
課

◆
永
堀
和
江
総
務
課
職
員
→

学
生
支
援
課

◆
一
丸
敬
典
総
務
課
職
員
→

法
人
本
部

◆
吉
岡
俊
二
法
人
職
員
→
総

務
課

【
解
任
】（
３
月
31
日
付
）

◆
教
務
部
長
補
佐　

櫛
橋
康

博
准
教
授

◆
工
房
教
育
推
進
本
部
長
兼

担　

中
野
道
王
教
授

◆
教
育
研
究
推
進
室
課
長
兼

務　

日
下
部
恵
美
子

◆
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
事
務
課
長

兼
務　

磯
雄
二

◆
佐
々
木
誠
准
教
授
（
建
築

学
科
）
／
出
張
先
＝
台
湾
（
３

／
14
〜
３
／
19
）
／
目
的
＝

台
湾
に
お
け
る
住
宅
団
地
及

び
既
成
市
街
地
の
経
年
変
化

と
維
持
管
理

◆
金
野
千
恵
助
教
（
生
活
環

境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）
／
出
張

先
＝
イ
タ
リ
ア
（
３
／
29
〜

４
／
３
）
／
目
的
＝
イ
タ
リ

ア
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
国
際
建
築
展

会
場
日
本
館
に
み
ら
れ
る
設

計
手
法
と
そ
の
空
間
特
性
に

関
す
る
研
究

◆
於
保
茂
教
授
（
電
気
電
子

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ

リ
カ
（
４
／
10
〜
４
／
17
）

／
目
的
＝
米
国
自
動
車
学
会

Ｓ
Ａ
Ｅ　

Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ　

Ｃ

ｏ
ｎ
ｇ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
２
０
１
６

で
の
発
表

◆
雨
宮
隆
教
授
（
も
の
づ
く

り
環
境
学
科
）
／
出
張
先
＝

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
４
／
15
〜

４
／
18
）
／
目
的
＝
日
本-

イ

ン
ド
ネ
シ
ア
環
境
・
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
連
携
セ

ミ
ナ
ー
で
の
講
演

◆
神
野
健
哉
教
授
（
電
気
電

子
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
カ

ナ
ダ
（
４
／
19
〜
４
／
25
）

／
目
的
＝
カ
ナ
ダ
研
修
所
で

の
修
了
式
な
ら
び
に
レ
ス
ブ

リ
ッ
ジ
カ
レ
ッ
ジ
で
の
コ
ン

ボ
ケ
ー
シ
ョ
ン
式
典
に
出
席

◆
高
瀬
浩
史
准
教
授
（
情
報

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ポ
ー

ラ
ン
ド
（
５
／
７
〜
５
／
14
）

国
外
出
張

▼
イ
タ
リ
ア
の
映

画
監
督
フ
ェ
リ
ー

二
は
ネ
オ
・
リ
ア

リ
ズ
ム
の
担
い
手

と
し
て
登
場
。
人

物
の
内
面
を
重
視

し
、
一
貫
し
て
現

代
の
苦
悩
を
描
い
た
。
代
表

作
品
に
『
道
』『
甘
い
生
活
』

な
ど
が
あ
る
▼
彼
の
著
作

『
私
は
映
画
だ
』
に
「
旅
を

し
な
い
う
ち
に
、
そ
の
旅
に

つ
い
て
誰
か
に
話
を
し
よ
う

と
し
て
も
で
き
な
い
だ
ろ

う
。
せ
い
ぜ
い
で
き
る
こ
と

は
、
旅
を
す
る
つ
も
り
だ
と

言
う
程
度
だ
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
▼
何
か
を
為
す
と
は

実
は
そ
う
い
う
こ
と
か
も
知

れ
な
い
。
可
能
性
は
未
知
な

も
の
に
し
か
存
在
し
な
い
。

だ
か
ら
「
や
れ
る
か
も
し
れ

な
い
」
と
出
発
す
る
の
だ
▼

文
は
次
の
よ
う
に
続
く
。「
も

し
最
初
か
ら
、
自
分
を
待
っ

て
い
る
も
の
が
何
で
あ
る
か

一
部
始
終
わ
か
っ
て
い
る
な

ら
、
決
し
て
出
発
は
し
な
い

だ
ろ
う
」
と
▼
好
奇
心
と

い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
思

い
が
け
な
い
新
し
い
世
界
と

の
出
会
い
へ
の
期
待
と
い
っ

て
も
よ
い
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
そ
れ
が
人
の
魂
を
も
動

か
す
の
だ
。
皆
さ
ん
に
贈
り

た
い
言
葉
で
あ
る
。【
信
】

編 集 後 記

／
目
的
＝
国
際
レ
ー
ダ
ー
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
６
に
お

い
て
研
究
発
表

◆
吉
野
秀
明
教
授
（
電
気
電

子
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ア

メ
リ
カ
（
５
／
８
〜
５
／
14
）

／
目
的
＝
２
０
１
６
年
Ｉ
Ｅ

Ｅ
Ｅ
通
信
品
質
と
信
頼
性
に

関
す
る
国
際
会
議
の
会
議
・

委
員
会
運
営

◆
吉
村
英
孝
准
教
授
（
建
築

学
科
）
／
出
張
先
＝
イ
タ
リ

ア
（
５
／
８
〜
５
／
24
）
／

目
的
＝
第
15
回
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
・

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
国
際
建
築
展

日
本
館　

展
示
制
作

◆
金
野
千
恵
助
教
（
生
活
環

境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）
／
出
張

先
＝
イ
タ
リ
ア
（
５
／
８
〜

５
／
30
）
／
目
的
＝
同
前

◆
伴
雅
人
教
授
（
創
造
シ
ス

テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝

カ
ナ
ダ
（
５
／
17
〜
５
／
23
）

／
目
的
＝
世
界
バ
イ
オ
マ
テ

リ
ア
ル
国
際
会
議
で
の
研
究

発
表

◆
西
本
真
一
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
イ
タ
リ
ア

（
５
／
20
〜
５
／
24
）
／
目
的

＝
イ
タ
リ
ア
、
ト
リ
ノ
・
エ

ジ
プ
ト
学
博
物
館
に
お
け
る

古
代
家
具
の
実
測

◆
神
林
靖
准
教
授
（
情
報
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
ス
ペ
イ

ン
（
６
／
13
〜
６
／
19
）
／

目
的
＝
第
８
回
Ｋ
Ｅ
Ｓ
知
的

意
思
決
定
技
術
国
際
会
議
に

て
論
文
発
表


